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書
道
部
展

会
期　

令
和
八
年
一
月
二
十
日（
火
）〜
二
十
六
日（
月
）

会
場　

第
一
会
場　

相
模
女
子
大
学
七
号
館
一
階
ホ
ー
ル

　
　
　

第
二
会
場　

相
模
大
野
ギ
ャ
ラ
リ
ー



伊
藤
　
帆
南

○
拡
大
臨
書　

平
安
・
藤
原
佐
理
「
離
洛
帖
」

（
271
㎝
×

104.2
㎝
）

〇
拡
大
臨
書　

後
漢
「
石
門
頌
」

（
272.3
㎝
×

138.3
㎝
）

― 1 ―



○
創
作　

高
村
光
太
郎
『
折
々
の
こ
と
ば
』
よ
り

（
137
㎝
×

274.6
㎝
）

本
年
度
卒
業
生

― 2 ―



碓
井
　
瑞
生

（
226.9
㎝
×
53
㎝
×
４
幅
）

○
拡
大
臨
書　

北
宋
・
米
芾
「
苕
渓
詩
巻
」

○
拡
大
臨
書　

北
魏 「
元
楨
墓
誌
銘
」

（
223
㎝
×

155.3
㎝
）

― 3 ―



○
創
作　

三
好
達
治
詩
「
冬
の
日
」
よ
り

（
225.9
㎝
×

208.5
㎝
）

第
一
会
場
風
景

― 4 ―



大
川
　
花
音

○
拡
大
臨
書　

前
漢
「
神
烏
傅
」

（
273.6
㎝
×
34.5
㎝
×
６
幅
）

○
拡
大
臨
書  

北
魏
・
蕭
顕
慶
「
孫
秋
生
造
像
記
」

（
272.1
㎝
×
137
㎝
）

― 5 ―



○
創
作　

高
濱
虚
子
『
五
百
五
十
句
』
よ
り

（
138
㎝
×

276.3
㎝
）

第
二
会
場
風
景

― 6 ―



宮
﨑
　
葵○

原
寸
臨
書　

北
宋
・
黄
庭
堅
「
松
風
閣
詩
巻
」

（
33.8
㎝
×

293.6
㎝
）

― 7 ―



○
創
作　

吉
井
勇
『
浪
華
風
流
』
よ
り

（
228.7
㎝
×

209.8
㎝
）

○
拡
大
臨
書　

唐
・
顔
真
卿
「
顔
氏
家
廟
碑
」

（
138.6
㎝
×
258
㎝
）

― 8 ―



籾
山
　
栞

○
拡
大
臨
書　

後
漢
「
張
遷
碑
」

（
230.8
㎝
×
52.5
㎝
×
６
幅
）

― 9 ―



○
拡
大
臨
書　

平
安
・
空
海｢

灌
頂
記｣

（
277.6
㎝
×

135.2
㎝
）

○
創
作　

高
濱
虚
子
句

（
136.3
㎝
×

275.7
㎝
）

― 10 ―



共
　
同
　
制
　
作

◇
共
同
制
作
テ
ー
マ　
「
春
の
自
然
」

「
春
の
自
然
」
の
柔
ら
か
さ
や
美
し
さ
、
華
や
か
さ
、
壮
大
さ
な
ど
を
字

形
や
墨
の
濃
淡
、
線
質
な
ど
で
表
現
し
、
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品

と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

宮
﨑
葵

　

高
村
光
太
郎
「
新
緑
の
頃
」
よ
り

（
34.7
㎝
×
69.3
㎝
）

伊
藤
帆
南

　

海
達
公
子
詩
よ
り

（
35
㎝
×
24.7
㎝
）

碓
井
瑞
生　

牛
島
古
藤
歌

（
34.8
㎝
×
45.6
㎝
）

大
川
花
音

　

立
原
道
造
詩
「
浅
き
春
に
寄
せ
て
」
よ
り

（
34
㎝
×
22
㎝
）

（
14.8
㎝
×
21.8
㎝
）

籾
山
栞　

高
濱
虚
子
句

― 11 ―



書
道
ゼ
ミ
三
年
書
作
展

書
道
実
習
Ⅹ
（
漢
字
か
な
交
じ
り
２
）
で
課
題
と
し
た
、

大
字
作
品
に
挑
戦
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
併
催
　

齊
藤
礼
奈

宮
澤
賢
治「
あ
の
雲
が
ア
ッ
ト
ラ

ク
テ
ヴ
だ
と
い
ふ
の
か
ね
」よ
り

（
69.5
㎝
×

136.5
㎝
）

山
﨑
愛
海　

正
岡
子
規
句

（
229.4
㎝
×
52.7
㎝
）

鷲
谷
桃
香　

宮
澤
賢
治
詩
「
有
明
」
よ
り

（
226.1
㎝
×
53
㎝
）

榊
原
雪
花　

宮
澤
賢
治
詩
「
日
輪
と
太
市
」
よ
り

（
230.2
㎝
×
52.6
㎝
）

高
橋
真
凜

　

正
岡
子
規
句

（
69.2
㎝
×

136.9
㎝
）

神
保
沙
樹

　

高
濱
虚
子
句

（
88.3
㎝
×

177.5
㎝
）

三
坂
百
合
菜

　

宮
澤
賢
治
詩
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」
よ
り

（
136.3
㎝
×

139.2
㎝
）

小
島
佑
月

　

宮
澤
賢
治
詩

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」よ
り

（
69.4
㎝
×

140.3
㎝
）

― 12 ―



賛
　
助
　
出
　
品

（
118
㎝
×
27.5
㎝
）

足
立　

夏
鈴　

先
生

（
137
㎝
×
34.5
㎝
）

滑
田　

燿
斎　

先
生

（
137
㎝
×
34.5
㎝
）

種
家　

杉
晃　

先
生

谷
口　

成
孝　

先
生

（
23.5
㎝
×
16
㎝
）

津
村　

幸
恵　

先
生

（
36
㎝
×
25
㎝
）

早
川　

桂
央　

先
生

（
16
㎝
×
33
㎝
）

― 13 ―



　
　
　

祝
　
　
辞

�

下
田
　
章
平

二
〇
二
四
年
末
の
台
湾
研
修
旅
行
に
は
、
卒
業
生
全
員
で
揃
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
折
し
も
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

時
と
重
な
り
、
行
く
こ
と
す
ら
当
初
は
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
台
湾
に
着
く
と
微
塵
も
そ
の
よ
う
な
状
況
は
感
じ
ら
れ
ず
、
い
つ
も
の
南
国
の
穏
や

か
な
温
和
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
今
回
の
卒
業
生
は
三
年
次
で
台
湾
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
卒
業
制
作
で
は
大
い
に
刺
激
を
受
け

た
も
の
と
思
う
。

現
代
で
は
書
の
古
典
の
多
く
は
図
録
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
の
書
の
墨
蹟
に
接
し
て
そ
の
息
吹
を
感
じ
取
ら
な
け

れ
ば
、
書
を
学
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
、
私
は
思
う
。
墨
蹟
の
こ
と
を
俗
に
「
肉
筆
」
と
も
い
う
。
ま
さ
に
墨
蹟
を
見
る
と
、
古
人
の
息

づ
か
い
が
私
た
ち
に
肉
迫
し
、
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
る
。
書
の
醍
醐
味
は
書
の
鑑
賞
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

卒
業
制
作
展
は
二
会
場
で
開
催
し
た
た
め
、
今
年
も
二
作
品
を
出
品
し
た
。
第
一
会
場
に
は
、
大
橋
愛
子
さ
ん
の
「
花
び
ら
は
冷
た
い
け
れ

ど
触
り
た
い
」
、
第
二
会
場
に
は
、
川
端
茅
舎
の
「
飛
燕
鳴
け
り
馬
鈴
薯
の
花
咲
く
丘
に
」
。
い
ず
れ
も
小
品
で
あ
る
。
大
橋
さ
ん
は
私
の
研
究

に
も
ご
協
力
頂
い
て
い
る
方
で
、
俳
人
で
も
あ
る
。
い
つ
も
俳
誌
『
藍
』
を
ご
寄
贈
頂
き
、
本
句
は
そ
の
六
〇
六
号
（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
）

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
句
意
に
合
わ
せ
て
淡
墨
で
、
後
者
は
行
書
を
少
し
織
り
交
ぜ
て
や
や
濃
い
墨
で
書
い
て
見
た
。
墨
は
い

ず
れ
も
同
じ
も
の
。
磨
り
方
次
第
で
随
分
と
墨
は
表
情
を
変
え
る
も
の
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
文
の
卒
業
生
は
、
大
学
院
に
進
学
す
る
者
、
一
般
企
業
に
就
職
す
る
者
、
教
職
に
進
む
者
と
、
他
学
部
・
他
学
科
に
比
べ
て

進
路
先
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
日
文
で
は
、
ど
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し
て
も
、
論
理
的
思
考
力
や
日
本
語
運
用
能
力
の
ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
れ
が
大
い
に
就
職
活
動
で
役
に
立
ち
、
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
こ

の
よ
う
な
日
文
で
磨
く
こ
と
の
で
き
る
ス
キ
ル
を
「
コ
ア
科
目
」
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
科
目
）
と
し
て
明
確
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

第
五
十
一
回
の
卒
業
制
作
展
に
も
多
く
の
卒
業
生
が
顔
を
出
し
て
く
れ
た
が
、
驚
く
こ
と
に
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
第
二

の
職
、
第
三
の
職
と
転
職
し
て
い
る
者
が
多
く
、
昔
の
よ
う
に
、
同
じ
進
路
先
で
ず
っ
と
働
く
わ
け
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
も

ち
ろ
ん
自
分
の
進
路
は
自
ら
拓
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
本
学
科
及
び
就
職
支
援
課
で
は
卒
業
生
に
対
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。

卒
業
後
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
「
サ
ガ
ジ
ョ
」
に
戻
り
、
是
非
相
談
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

み
な
さ
ん
の
前
途
を
祝
し
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

（
17.3
㎝
×
32.9
㎝
）

（
36.1
㎝
×
52.5
㎝
）

― 14 ―



　
　
　

相
模
女
子
大
学
で
の
書
道
の
学
び�

下
田
　
章
平

二
〇
二
五
年
四
月
の
入
学
生
よ
り
、
日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
学
科
で

学
べ
る
分
野
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
一
〇
分
野
（
日
本
古
典
文
学
、

日
本
近
現
代
文
学
、
中
国
古
典
文
学
、
日
本
語
教
育
学
、
日
本
語
学
、

伝
統
文
化
、
現
代
文
化
、
書
道
、
図
書
館
情
報
学
・
編
集
出
版
学
、

教
職
）
に
再
編
し
ま
し
た
。
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
学
科
の
コ
ア
科

目
の
履
修
を
通
じ
社
会
人
に
必
要
と
な
る
基
礎
力
を
養
成
す
る
な
ど
、

学
科
独
自
の
就
職
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う
に
編
成
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
コ
ア
科
目
を
中
心
に
、
関
心
の
あ
る
分
野
の
科
目
を
選
択
履

修
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
学
の
書
道
の
授
業
は
一
年
生
か
ら
あ
り
、
段
階
的
に
学
ん
で
ゆ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
書
道
で
卒
業
論
文
と
卒
業
制
作
を
希

望
す
る
学
生
は
、
三
年
生
か
ら
書
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
入
り
、
よ
り
専

門
的
で
高
度
な
内
容
を
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
り
、
書
道
の
分
野
で
も
実
用
書
道
や
校
外
研
修
の
科
目
が
新
設
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
書
道
科
目
が
充
実
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

校
外
研
修
で
は
、
合
宿
や
国
内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
で
、
墨
蹟
（
肉

筆
）
や
拓
本
を
間
近
で
鑑
賞
し
た
り
、
国
会
図
書
館
や
神
田
の
古
本

屋
街
を
巡
っ
た
り
し
ま
す
。

書
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
書
道
や
文
学
に
興
味
が
あ
り
、
中
学
校

や
高
等
学
校
で
書
写
や
書
道
を
教
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
を
歓

迎
し
ま
す
。
他
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
異
な
る
の
は
、
卒
業
論
文
と
卒
業

制
作
の
二
本
立
て
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
授
業
で
は
表
現

（
書
道
実
習
）
と
鑑
賞
（
書
道
史
、
書
論
、
鑑
賞
）
を
主
体
と
し
、

書
の
世
界
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
深
く
学
び
、
自
ら
の
感
性
や
情

操
を
磨
き
、
自
分
ら
し
い
書
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

そ
し
て
毎
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
卒
業
制
作
展
（
併
催　

書
道
ゼ
ミ

三
学
年
書
作
展
）
は
本
学
の
書
道
の
学
び
の
集
大
成
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
す
。
受
講
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一

般
企
業
へ
の
就
職
に
加
え
、
最
近
は
大
学
院
へ
進
学
し
た
り
、
中
学

校
や
高
等
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
り
す
る
受
講
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

本
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
入
学
試
験
（
学
校
推
薦
型
選
抜
、

総
合
型
選
抜
、
一
般
選
抜
等
）
が
あ
り
、
三
月
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
に
も
個
人
で
の
学
校
見
学
、
授
業

公
開
、
学
外
で
の
進
学
相
談
会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

本
学
入
試
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

以
下
で
は
、
令
和
八
年
四
月
よ
り
、
一
般
企
業
に
就
職
す
る
碓
井

瑞
生
さ
ん
（
長
野
県
野
沢
南
高
等
学
校
出
身
）
と
、
三
ゼ
ミ
生
の
三

坂
百
合
菜
さ
ん
（
静
岡
県
立
裾
野
高
等
学
校
出
身
）
の
記
事
を
紹
介

し
ま
す
。

一
般
企
業
に
就
職
し
て

碓
井　

瑞
生

私
は
小
学
校
の
頃
か
ら
続
け
て
き
た
書
道
を
、
よ
り
専
門
的
に
学

び
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
相
模
女
子
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
一
、

二
年
次
に
は
、
必
修
科
目
で
あ
る
古
典
文
学
や
近
現
代
文
学
に
加
え
、

楷
書
・
行
書
・
か
な
と
い
っ
た
書
道
の
実
技
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
書
道
史
や
書
論
・
鑑
賞
な
ど
の
座
学
も
履
修
し
、
書
道
に
関

す
る
幅
広
い
知
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
新
鮮
な
経
験
で
し

た
。
三
年
次
か
ら
は
書
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
し
、
漢
字
か
な
交
じ

り
の
授
業
で
創
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
手
本
を
臨
書

す
る
学
習
と
は
異
な
る
制
作
方
法
に
当
初
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
書
道
展
で
の
作
品
鑑
賞
や
、
先
生
方
か
ら
の
丁

寧
な
ご
指
導
を
通
じ
て
、
着
実
に
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
制
作
に
加
え
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
と
、
夏
合
宿
や
京
都
、
台
湾
へ
の
校
外
研
修
な
ど
の
経
験
を
通
じ

て
、
書
道
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
書
道
を
専
門
的
に
学
び
ま
し
た
が
、
書
道
科
教
諭
で
は
な
く

一
般
企
業
へ
の
就
職
を
選
択
し
、
三
年
次
の
半
ば
頃
か
ら
就
職
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
自
己
ピ
ー
ア
ー
ル
や
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
大
学
で
の
書
道
の
学
び
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

初
め
は
書
き
方
が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
就
職
支
援
課
の

職
員
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
筆
記
試
験
対
策
や
企
業

研
究
を
続
け
ま
し
た
。
内
定
を
い
た
だ
い
た
企
業
か
ら
は
、
物
事
に

集
中
し
て
取
り
組
む
力
や
継
続
力
、
そ
し
て
作
品
制
作
で
壁
に
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
も
自
己
研
鑽
を
続
け
て
き
た
姿
勢
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
書
道
だ
け
で
な
く
他
の
授
業
も
し
っ
か
り

と
受
講
し
、
自
分
の
興
味
関
心
を
広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
理
由
は
、
就
職
活
動
中
に
一
般
企
業
の
最
終
面
接
で
、

「
書
道
以
外
で
興
味
を
持
っ
た
授
業
は
な
い
の
か
」
と
聞
か
れ
た
か

ら
で
す
。
日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
一
、
二
年
次
に
履
修
し
た
基
礎

科
目
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
分
野
を
三
年
次
で
は
研
究
科
目
で
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
様
々
な
知
識
に
触
れ
る
せ
っ
か
く
の
機
会

と
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
学
び
、
専
門
分
野
以
外
の
教
養
も
深

め
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
後
は
社
会
人
と
し
て
、
大
学
で
培
っ
た
知
識
や
物
事
に
ひ
た

む
き
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
切
に
し
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
入
学
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

三
年
の
書
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

三
坂　

百
合
菜

三
年
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
卒
業
に
向
け
た
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

｢

漢
字
か
な
交
じ
り｣

の
授
業
で
は
、
自
分
の
好
き
な
題
材
を
選

び
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
紙
の
大
き
さ
や
紙
面
構
成
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
選
ん
だ
題
材
に
合
っ
た
構
成
や
字
形
を
自
分
で
考
え
た
り
、
先

生
の
指
導
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
作
品
制
作
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

臨
書
の
よ
う
に
お
手
本
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
構
成
や
字
形
な
ど
一
か
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ら
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

｢

作
家
・
作
品｣

の
授
業
で
は
、
自
分
の
好
き
な
古
典
作
品
か
ら

書
き
た
い
題
材
を
選
び
、
制
作
を
行
な
い
ま
す
。
ま
ず
、
選
ん
だ
古

典
作
品
を
半
紙
で
全
臨
し
ま
す
。
そ
の
後
、
先
生
と
相
談
し
な
が
ら

原
寸
臨
書
に
す
る
か
拡
大
臨
書
に
す
る
か
を
決
め
、
練
習
を
重
ね
て

ゆ
き
、
作
品
の
完
成
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

｢

専
門
演
習｣

の
授
業
で
は
、
卒
業
論
文
の
執
筆
に
向
け
て
研
究

テ
ー
マ
を
決
め
、
大
学
図
書
館
や
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
で
資
料
を

収
集
し
、
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
執
筆
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

東
京
や
京
都
の
研
修
で
は
、
実
際
に
間
近
で
作
品
を
見
る
こ
と
で
、

新
た
な
学
び
を
得
て
、
卒
業
制
作
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
三
年
次
か
ら
卒
業
に
向
け
た
制
作
や
論
文
執
筆
が

授
業
内
で
行
わ
れ
、
段
階
的
に
学
び
活
動
す
る
こ
と
で
、
四
年
次
で

は
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
や
労
力
を
費

や
し
ま
す
が
、
そ
の
分
書
道
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん

の
発
見
や
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
本
学
入
試
課

　
　

〇
一
二
〇
―
八
一
六
―
三
三
二

　
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
g
a
m
i
-
w
u
.
a
c
.
j
p

　

・
書
道
担
当
教
員　

下
田　

章
平

　
　

研
究
室
（
一
〇
号
館
三
一
八
研
究
室
）

　
　

〇
四
二
―
七
四
九
―
一
四
〇
五
（
研
究
室
直
通
）

　
　

s
-
s
h
i
m
o
d
a
@
s
t
a
r
.
s
a
g
a
m
i
-
w
u
.
a
c
.
j
p

＊日本語日本文学科の特色
などはこちらからご覧に
なれます。卒業式卒業式

ゲストティーチャーの授業ゲストティーチャーの授業

山中湖合宿山中湖合宿

教育実習教育実習

中間発表会中間発表会

10
月

８
月

７
月

６
月

３
月

Go
al !!

Start !!

拓本研修拓本研修

ゼミナールゼミナール

１年１年のの

12
月
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第
五
十
一
回
卒
業
制
作
展
図
録

令
和
八
年
三
月
三
日　

印
刷

令
和
八
年
三
月
三
日　

発
行

編
集
・
発
行	

相
模
女
子
大
学
学
芸
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

	

〒
二
五
二

－

〇
三
八
三　

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
文
京
二

－

一

－

一

	

〇
四
二

－

七
四
二

－

一
四
一
一

印
　
刷
　
所	

㈱
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー	

	

〒
一
〇
一

－

〇
〇
三
二　

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三

－

十
一

－

九

	

秋
葉
原
ト
ー
セ
イ
ビ
ル
Ⅳ 

八
階

	

〇
三

－

三
八
六
六

－

八
六
六
八

表
具
・
写
真	

㈲
美
術
表
装
岡
忠

	

〒
二
四
六

－

〇
〇
二
一　

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
二
ツ
橋
一
四
〇

－

三
五

	

〇
四
五

－

三
六
二

－

二
六
一
六


